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スパース性に基づくVLF波動の伝搬ベクトル推定法の検討
Study on direction finding method based on sparsity
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地球磁気圏の科学衛星によって観測されるプラズマ波動の特性解析は,波動の伝搬機構だけでなくその伝搬・励起条件
に影響を与えるプラズマ環境を把握するために重要である.特にプラズマ波動の伝搬方向は, VLF波動の伝搬特性を理解
するための極めて重要な要素であり,その推定手法の一つとして波動分布関数法が提案されている. この手法は衛星で観
測される電磁場波形をもとに,それらに含まれる複数波動の伝搬方向を推定するものであり,複数の伝搬ベクトルをエネ
ルギー密度分布 (波動分布関数)として表現する. 衛星が飛翔する空間のプラズマ波動の分散関係式を用いることで波動
分布関数の推定を行うのだが,一般にこの求解は不良設定問題となるため,何らかの事前情報を付加することで推定像を
一意に定める必要がある.先行研究においては,波動分布関数法に用いる事前情報として幾つかのモデルが提案され,擬似
データを用いた性能評価が数多く行われている.
本研究では新たに,波動分布関数のスパース性を仮定した解法を提案する.このスパース性の仮定は,データを説明する

ために有効な到来方向が少数であることを考慮したものであり,従来手法に比べて広がりの小さい良好な推定像が得られ
ることが期待できる. また従来行われてきた評価では,解析対象とする電磁場波形から推定の入力データとして用いるス
ペクトルマトリクスが正確に計算可能であることを仮定している. しかし,実観測データの場合には有限の区間において
不規則信号からスペクトルマトリクスを精度良く計算しなければならないという検討すべき課題がある.そのため本研究
では,実観測データにおいて波動分布関数法を適用する場合の問題点の検討を行う.
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